
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

公民館だより 第５０６号 

令和 7年 1月 8 日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 
 

スポーツ麻雀愛好会  
     （木曜日） 
      
             
 

 

1/9、16、23、30 
 
 

 

1/6(月) 
 
1/7(火) 
1/8(水) 
 
1/10(金) 
 
1/14(火) 
1/17(金) 
1/21(火) 
1/24(金) 
1/28(火) 
1/31(金) 

仕事始め   
市民新年祝賀会 
会長会、公民館運営協議会 
市報、館報  
中川地区新年祝賀会 
粋いき俱楽部（職員不在時間あり） 
福祉村だより編集委員会 
そば打ち教室 
パソコンクラブ 
出前スポーツ教室「ストレッチヨーガ」 

 冬に遊ぶ会 
一般講座「館外講座」 

 市報、館報 
 
 

1/9、16、23、30 
 

 

詩吟教室 （火曜日） 
   

 

 

予算審議会、三者会、会長会 
公民館運営協議会 
パソコンクラブ 
笑いと健康のつどい 
そば打ち教室 
出前スポーツ教室「ミニフットゴルフ」 
子ども会育成会反省会 
粋いき俱楽部（職員不在時間あり） 
市報、館報、福祉村だより 
一般講座「レザークラフト教室」予定 
   ※2 月募集 

2/4(火) 
 
2/7(金) 
2/8(土) 
2/18(火) 
2/21(金)  
 
2/25(火) 
2/28(金) 
 
 

1 月・2 月 行事予定 

～新年のご挨拶～ 
 

明けましておめでとうございます。 

  皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年も、皆様のご理解とご協力により、多くの事業を開催する 

ことができました。心より感謝申し上げます。 

令和 7 年も多くの方より公民館に足を運んでいただけるよう、 

公民館職員一同一生懸命努力して参りますので、変わらぬご支援 

ご協力をお願い申し上げるとともに、皆様のご健康とご多幸を  

祈念し、新年の挨拶といたします。                       

                                  

  

 

ラージピンポン愛好会 
（木曜日） 

 

 

1/14、21、28 
 

 

中川地区公民館職員一同 



11 月 29 日（金）、防犯協会中川支部研修会が

開催され、上山警察署地域課の笹原巡査部長から、

11 月に改正された道路交通法の自転車のスマホ・

酒気帯びに関する罰則強化の話題や、上山市内 

及び中川地区内における犯罪や事故の発生状況の

ほか、最近、世間を騒がせている SNS での闇バイ

ト募集にかかる特徴、注意点などについてもお話

を伺いました。 
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１月 21日（火） ストレッチヨーガ 各１５名 

10時～11時 

中川地区公民館 

２月 21日（金） ミニフットゴルフ 

３月 21日（金） 太極舞 

参加者募集 

お申込み・お問合せ：中川地区公民館（☏679-2501） 

 11 月 25 日（月）、グラウンド・ゴルフ愛好会 

反省会が行われました。一人ずつ感想を言っていた

だき、「皆さんと会うことが嬉しい。」「市外でプレ

ーをするのも楽しい。」「来年も頑張ります。」とい

う言葉が多く、楽しい時間となっていることが伝わ

ってきました。来年度も笑顔いっぱいで楽しい時間

を過ごし、賞を目指して練習していきましょう！！ 

 

日 時：２月 8 日（土）13時半～15 時 
場 所：中川地区公民館 集会室 

入場料：無料 

対 象：中川地区民   

定 員：80名程度 

持ち物：内履き 

 スノーフラッグ、  
宝探しゲームで遊ぼう！  

 

 

日 時：1 月 24 日（金）   19 時～21 時 

場 所：中川地区公民館 広場 

対 象：中川地区の小学１年生～６年生 

参加料：無料 

持ち物：雪遊びができる服装・飲み物・タオル 

    内ズック（天候により内容変更の時使用） 

※詳細は、小学校配布チラシをご覧ください。 

 

 

落語を聞いて大いに笑って、 
健康と元気を手に入れよう！ 

まだ空きがありますので、ぜひお申込み下さい。 

詳細は、公民館までお問合せ下さい。 

 

【一般講座】 

日 時：1 月 28 日（火）中川地区公民館８時 45 分集合  

９時 出発 15時頃 公民館着予定 

内 容：映画「雪の花」（フォーラム山形） 

    見学「山形大学付属博物館」 

    昼食「山形大学小白川食堂テール・ポム」 

参加費：1,000円（昼食は、各自支払いとなります） 

対 象：中川地区民  

定 員：先着 20 名限定（定員になり次第受付終了） 

申 込：１月 14 日（火）９時から電話でのみ受付 

これ以前の受付はいたしません。 

名前、住所、電話番号をお知らせください。 

 

 

 

 

 
※詳細は、地区回覧 

チラシをご覧ください。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

【一般講座】  

12月21日（土）、「しめ飾り作り」が

開催されました。齋藤晃一さん（薄沢）、

齋藤吉博さん（薄沢）の指導のもと、  

「飾り作り」「縄ない」「飾り付け」等の 

実技を見て聞いて、悪戦苦闘しながらも、

皆さん見事にしめ飾りを完成させていま

した。一生懸命な思いを込めて作った 

しめ飾りは、きっと多くの幸を連れて 

来てくれる事でしょう。令和7年も健康

で幸多き年でありますように・・👏 

12月6日（金）は、中川地区食生活

改善推進協議会の皆さんにより調理室

を、11（水）は各地区会長さんはじめ、

多くのボランティアの皆さんのご協力に

より公民館の大掃除が行われました。寒

い中での作業となりましたが、内外から

のガラス磨き、床の拭き掃除にワックス

掛けなど職員だけでは手の届かないとこ

ろまできれいにして下さり、おかげ様

で、清々しく新年を迎えることが出来ま

した。令和6年もたくさんの方々に支え

られた一年でした。皆様、本当にありが

とうございました。 

 

12 月 24 日（火）、つかさ花

店さんより来ていただき、一般講

座「お正月用フラワーアレンジメ

ント教室」が開催され、たくさん

の方が参加されました。若松や南

天がお正月らしさを引き立て豪

華な仕上がりになり、とても素敵

な作品が出来ました！ 

 

12 月 6 日（金）、中川地区食生活改善推

進協議会主催「防災セミナー・作ってみよ

う！非常食」が開催され、日赤山形県支部よ

り講師の方に来ていただき、災害時の「食」

の重要性を学びました。実際に耐熱性ポリ袋

を使った非常食（ご飯、野菜スープ、鶏肉の

唐揚げ風の３品）を作りましたが、思ってい

たよりも簡単に作ることができ、皆さんとて

も驚いていました。災害はないのが一番です

が、いざというときに役立てる知識をたくさ

ん学ぶことができました。 

 

しめ飾り作り



  

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
九
十
五
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

昭
和
八
年
二
月
二
十
四
日
、
国
際
連
盟
は
「
満
州
国
の
存

在
を
認
め
な
い
」
と
す
る
勧
告
案
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
、

日
本
は
脱
退
へ
の
道
を
選
択
し
ま
す
。 

そ
ん
な
厳
し
い
国
際
環
境
の
中
で
、
日
本
は
七
年
十
月
か

ら
始
ま
っ
た
満
州
移
民
の
後
続
を
入
植
さ
せ
ま
す
。
本
稿
は

そ
の
状
況
を
記
述
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
移
民
の
続
編
〉 

 
 

満
州
第
二
次
移
民
は
、
昭
和
八
年
七
月
、
関
東
以
北
、
北
陸

の
寒
冷
地
を
主
と
し
て
在
郷
軍
人
に
限
定
し
て
編
成
し
、「
弥

栄
村
」
の
南
西
約
三
十
キ
ロ
に
一
万
二
千
五
百
町
歩
を
買
収

し
て
入
植
し
た
。
し
か
し
原
住
民
の
抵
抗
が
あ
り
、「
土
龍
山

事
件
」
と
呼
ば
れ
る
抗
日
匪
団
の
襲
撃
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
十

年
中
に
は
鎮
定
し
た
。
こ
の
二
次
移
民
で
は
、
家
族
数
六
百
八

十
七
戸
の
う
ち
山
形
県
か
ら
四
十
五
戸
、
家
族
を
加
え
て
百

五
十
八
名
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
山
形
県
を
主
体
と
す
る
奉
天

北
大
営
訓
練
所
か
ら
も
二
十
七
戸
、
七
十
八
名
が
入
植
し
た
。 

 
 

第
三
次
移
民
団
は
、
昭
和
九
年
十
月
、
関
西
、
中
国
、
四
国

及
び
九
州
を
含
め
全
国
に
範
囲
を
拡
大
し
、
応
募
資
格
も
在

郷
軍
人
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
に
緩
和
し
た
。 

 
 

入
植
地
も
ハ
ル
ビ
ン
の
北
方
、
松
花
江
を
越
え
て
浜
江
省

綏
稜
県
克
音
河
の
地
約
一
万
三
千
町
歩
の
曠
原
地
で
、
水
利

条
件
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
約
一
千
町
歩
は
水
田
造
成
に
主

力
が
置
か
れ
た
。 

以
上
の
三
個
集
団
は
、
い
わ
ゆ
る
武
装
集
団
と
し
、
拓
務
省 

は
こ
れ
を
試
験
移
民
と
称
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
年
に
入
り 

治
安
も
安
定
し
た
こ
と
か
ら
、
第
四
次
移
民
団
は
、
純
粋
な
経 

済
移
民
と
し
て
広
く
全
国
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

入
植
地
は
、
吉
林
省
の
三
百
戸
、
東
安
省
に
二
百
戸
を
確
保
。 

第
五
次
は
、
昭
和
十
一
年
度
に
東
満
国
境
に
近
い
東
安
省
蜜 

山
県
永
安
屯
に
三
百
戸
、
朝
陽
屯
に
三
百
戸
、
黒
台
に
二
百
戸 

を
送
り
出
す
べ
く
先
遣
隊
の
訓
練
を
実
施
し
た
。 

〈
満
州
移
民
が
国
民
運
動
に
発
展
〉 

日
本
国
内
で
は
、
内
地
農
村
の
人
口
問
題
解
決
の
た
め
の 

有
力
な
方
法
と
し
て
満
州
移
民
が
考
え
ら
れ
た
。
当
時
人
口 

増
加
率
が
高
率
を
示
し
、
増
加
率
を
保
持
す
る
の
が
至
難
で 

あ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
も
、
大
正
十
三
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お 

け
る
日
本
移
民
禁
止
以
来
、
日
本
人
の
海
外
進
出
は
絶
望
状 

態
に
あ
っ
た
。 
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そ
こ
に
満
州
国
が
成
立
し
、
日
本
農
耕
地
に
数
倍
す
る
肥 

沃
な
曠
野
が
未
墾
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
か
ら 

三
次
ま
で
の
試
験
移
民
に
よ
っ
て
日
本
農
民
の
定
着
が
可 

能
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
た
め
、
国
は
重
要
国
策
と
し 

て
組
織
的
な
満
州
移
民
の
遂
行
に
よ
っ
て
人
口
問
題
を
解 

決
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。 

政
府
は
、
昭
和
十
二
年
度
以
降
十
六
年
度
ま
で
の
移
民
送 

出
五
か
年
計
画
で
十
万
戸
（
う
ち
山
形
県
は
三
千
七
百
八
十 

戸
）
の
移
送
を
発
表
し
た
。 

〈
分
郷
・
分
村
の
展
開
〉 

山
形
県
で
は
、
こ
れ
に
即
応
す
べ
く
協
議
を
行
っ
た
が
、 

移
民
希
望
者
を
個
々
に
募
集
し
、
入
植
先
も
各
年
に
分
散
入 

植
さ
せ
る
の
は
、
送
出
・
入
植
と
も
に
無
理
が
あ
る
と
し
て
、 

昭
和
十
二
年
度
の
第
六
次
移
民
に
際
し
て
は
、
県
単
独
で
三 

百
戸
集
団
を
結
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
入
植
地
は
、 

東
満
国
境
に
近
い
東
安
省
蜜
山
県
北
五
道
崗
と
決
ま
り
、
全 

国
最
初
の
県
単
独
開
拓
団
が
成
立
し
た
。 

昭
和
十
二
年
七
月
、
日
支
事
変
（
現
在
は
、
日
中
戦
争
と 

呼
称
）
が
勃
発
し
、
国
内
は
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
が
、 

満
州
開
拓
運
動
は
一
層
重
視
さ
れ
、
県
で
は
積
極
策
を
講
じ 

た
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
「
分
郷
・
分 

村
計
画
」
で
あ
る
。
全
国
に
先
駆
け
て
庄
内
村
郷
建
設
計
画 

（
東
田
川
、
西
田
川
、
飽
海
）
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
毎 

年
、
一
個
集
団
（
二
百
戸
か
ら
三
百
戸
）
を
満
州
に
送
出
し
、 

現
地
に
「
庄
内
郷
」
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

こ
れ
に
次
い
で
「
最
上
郷
」「
北
村
山
郷
」「
置
賜
郷
」
等
の 

計
画
も
進
行
し
た
。 

〈
南
村
山
郡
の
分
郷
〉 

南
村
山
郡
で
は
、
募
集
に
苦
慮
し
、
県
が
全
国
に
先
駆
け 

て
実
施
し
た
第
一
回
満
州
現
地
視
察
団
に
中
川
村
二
・
三
男 

会
の
鏡
清
等
三
名
を
派
遣
し
た
。 

帰
国
後
、
参
加
者
は
代
議
士
や
郡
内
町
村
長
、
学
校
長
を 

歴
訪
し
、
郡
と
し
て
対
応
す
べ
き
組
織
の
充
実
を
強
調
し 

た
。
郡
町
村
長
会
は
、
郡
民
を
満
州
に
送
り
出
す
場
合
は
、 

教
育
・
経
済
・
行
政
の
指
導
と
援
助
協
力
が
必
要
で
あ
る
と 

し
て
、「
南
村
山
郡
大
陸
進
出
同
志
会
」
を
設
立
し
、
郡
分 

郷
計
画
の
具
体
的
樹
立
に
発
展
し
た
。 

 
 

 
 

南
村
山
郡
内
か
ら
一
般
開
拓
民
と
し
て
渡
満
し
た
人
々

及
び
昭
和
十
三
年
に
制
度
化
さ
れ
た
満
蒙
開
拓
青
少
年
義

勇
軍
等
の
人
々
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

○ 

一
般
開
拓
民 

第
一
次
弥
栄
村
か
ら
第
十
四
次
山
形
郷 

ま
で
三
百
六
十
一
戸
（
約
千
四
百
五
十
人
） 

 

○ 

青
少
年
義
勇
軍 

四
百
八
十
六
人 

 

○ 

そ
の
他 

若
干
名 

 

（「
上
山
市
史
」
下
巻
・
現
代
編
よ
り
。
写
真
は
、「
満
州 

帝
国
の
興
亡
」
新
人
物
往
来
社
刊
よ
り
） 

 
 

※
当
時
の
上
山
市
の
出
来
事
（「
上
山
市
史
年
表
」
よ
り
） 

・ 

昭
和
十
一
年
冬 

女
優
・
原
節
子
が
来
県
し
、
蔵
王
ス 

キ
ー
場
を
舞
台
に
「
樹
氷
の
蔵
王
」
と
い
う
映
画
を
世 

界
に
紹
介
す
る
。 

（
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日 

「
二.

二
六
事
件
」
発
生
） 

・ 

昭
和
十
一
年
五
月 

葉
山
温
泉
が
発
掘
さ
れ
る
。 

・ 

昭
和
十
一
年 

蔵
王
鉱
山
が
事
業
を
再
開
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治
製
菓
上
山
工
場
が
泉
川
か
ら
長 

清
水
（
矢
来
）
に
移
転
す
る
。 

 

（
次
回
は
、
小
城
子
蔵
王
郷
開
拓
団
の
入
植
に
つ
い
て
記 

述
す
る
予
定
で
す
。） 

  

 


